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1　はじめに
　r排泄』とは人間が食物を摂取し不要な代謝や有害
物を体外に排出するという生命維持の為に欠かすこと
ができない生理的・基本的欲求であると氏家氏1）は述
べている。整形外科病棟では治療、検査、手術に伴い
独力で排泄行為を実行する、又は完遂する能力に障害
を来している患者が多い。そのたあ、床上排泄を余儀
なくされ排泄行為を他人の手に委ねなくてはならず、
その董恥心は計り知れないものと思われる。
　医療は本来プライバシーの保持の上に成り立ってい
るだけにプライバシーの問題は古くから重視されてき
た。1981年世界医師会は「リスボン宣言」2）を発表し、
その項目の中でも患者のプライバシーを厳守すること
が提唱されている。
　私達看護婦は、日々の看護ケアーにおいて患者のプ
ライバシーに触れる場面が多い。特に身体的プライバ
シーにふれることとなる排泄介助の場面では、患者か
らも「トイレに行けるようになるまで我慢する」「周囲
が気になり思うように出ない」「こんな汚いものを見せ
て恥ずかしい」等の訴えがよく聞かれる。そこで、私
達は患者が床上排泄を行うにあたり、何に戸惑いを感
じているのかを知り、その上で今までおこなってきた
排泄介助を振り返る事で、今後、より患者の立場に立
った介助ができるよう、患者・看護婦の床上排泄に対
する意識調査を行い分析したのでここに報告する。
ll仮説
1．看護婦は排泄介助において患者のプライバシーを
　十分保持している。
2．患者は床上での排泄介助をプライバシーの侵害と
　考えている。
m　研究方法
1．対象：14階西・東病棟：入院患者96名及び看護婦41名
　　　　（図1）
2．期間：平成6年10月29日～同年11月14日
3．方法：無記名回答質問法（選択肢及び記述式）
　　　　有効回答率　看護婦：100％　患者：83．3％
4．分析方法：床上排泄における患者およ．び看護婦の
意識のずれをX2検定を用いて分析した。
IV　結果および考察
　床上排泄の印象について患者では、　「仕方がない」
63．7％「恥ずかしい」40％という結果が得られた（重
複回答）。　（図3）又、看護婦側も「恥ずかしい」が
75．5％を占めた。同質問において上記の回答をした患
者を年代・性別で分類してみると、20歳代女性および
40歳代と50歳半男性が上位を占めた。　（図4）前者は
個人のライフスタイルの定着期でもあるが人間関係の
複雑化などからストレスの増加を起こしやすい時期で
もある。　「恥ずかしい」という印象から排泄介助に対
してストレス増加の起因になるとも考えられる。しか
し同世代の男性に「恥ずかしい」という回答が4人中
1人だったのは予想外であった。また後者は、年代的
にも社会的役割は大きく心理的にも一番安定している
時期といわれるが、ライフスタイルに変化が生じた時
それを受容するのが困難な時期でもある。そのため床
上排泄をすること、また看護婦とはいえ他人に介助さ
れることに董恥心を抱き抵抗があるのではないかと推
察される。またアンケートの結果からもわかるように
患者の多くは「仕方がない」と諦めているが、その気
持ちに至るまでに様々な葛藤があったと考えられる。
（図5）それはアンケートの結果からも「病気だから
仕方ない」「シーツを汚すかもしれないので不安」「看護
婦に悪い」等の意見が聞かれその葛藤状況がうかがえ
る。（図6）川島氏3）は「多くの場合、病人は病気その
ものの苦しみよりも健康な時のように自分で自分の事
ができず他人にそれを委ね、手伝ってもらう事への当
惑の方がより大きい。その中でも多くが汚いと感じ、
臭いと考えている排泄の世話を頼まざるをえない場合
の苦痛は計り知れないのである」と述べている。ゆえ
に、患者がいう「仕方がない」をイコール「割り切っ
ている」と考えるのではなく、そのプロセスを思いやり、
患者の立場に立ったケアーをする必要があるといえる。
　看護婦の床上排泄についての考え方を経験別に分類
すると、（図2，7）経験の有無を問わず上位を占あ
たのは「仕事として割り切っている」であった。経験
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者では「患者が気の毒」他、少数ではあるが「患者の
自尊心を傷つけないよう援助したい」と患者の立場に
立った回答が得られている。一方、未経験者は、　「排
泄物の観察ができる」等専門的な立場の見方が多く、
又、「情けない」「何とも思わない」等、経験を有す
る人達にはない考え方をしていることがわかった。援
助者は、排泄の世話を委ねざるをえない患者の気持ち
と発達段階を十分に理解しそれを受け止あ、また専門
職として排泄の意識を高め患者が安心して排泄介莇を
受けられるような環境を整える必要があると考える。
　分析の結果、仮説1はP＞0．05で有意な差は認めら
れなかった。（図8）仮説2はP＜0．05で有意な差が
認められた。（図9）
　図8を見ると、ほとんどの看護婦はプライバシー保
持をしているようにうかがえる。実際、その配慮を見
てみると図10のように「カーテンを閉める」　「陰部の
露出を避ける」等がある。しかし、患者からは少数で
はあるが「プライバシーは守られていない」との回答
があり、その理由としては「カーテンに隙間がある」
「陰部の露出が多い」等、看護婦と患者間に意識のず
れを示す意見が聞かれた。
　本来、排泄は他人の目に触れない所での行為である
ため介助を受ける事は患者にとって「プライバシーの
侵害となるのではないか」と考えていたが、結果は意
を反するものであった。また、患者が「プライバシー
の侵害と考えているか」の問いに、「わからない」と
答えた看護婦が半数近くを占め、特に3年目以下の経
験年数が浅い看護婦に多数存在した6t．．（図11）このよ
うな結果から看護婦のプライバシーに対する認識度の
低下が生じ、ひいては排泄介助を機械的にこなしてし
まい、心理的部分の配慮に欠けてくるのではないだろ
うかと考える。
　小野氏4）は「排泄ケアーは看護の基本的要素であり
人間の不可欠な要求なので、どのような状況におかれ
ても円滑に介助する事が原則である」と述べている。
今回の研究では、時間の概念を明確にせず「待たされ
た」と感じる時間を質問したため、より具体的な結果
は得られなかったが、図12から患者および看護婦両者
ともに「5分以内が限度」と感じていることがわかる。
患者の要望からも「メンタルな部分にも気を使ってほ
しい」　「呼んだらすぐ来てほしい」という意見があっ
た。現に、看護婦が敏速に対応しないと患者は排泄の
タイミングをのがし排便の変調を招いてしまうことも
ある。図13は、入院前と後の排泄回数の変化を表わし
たものである。結果、全体としては「変わらない」が
25％「減った」が66％「増えた」が9％であった。こ
れを年齢別に見ると、20～60歳代は「減った」が60％
以上を占ある。実際、患者からも「お小水の回数が
増えるからなるべく水分を摂らないようにしている」
「看護婦さんに悪いから我慢する」等の声をよく耳に
する。このように、入院して排泄形態がトイレから床
上に変化したことにより、身体的・精神的ストレスが
加わってしまう事になる。私達は今後、排泄介助を行
うにあたり、このような患者の心理的背景を常に考慮
し又、敏速な対応に心掛け患者との信頼関係を築いて
いく必要があると考える。
V　おわりに
　今回、患者一看護婦間の排泄介助に関する意識のず
れに着眼し研究をすすめた。その結果、①排泄介助に
おいて看護婦はプライバシーの保持に対し配慮ができ
ている。②患者は私達看護婦が考えている程、床上で
の排泄介助をプライバシーの侵害だとは考えていない。
という2点が明らかになった。また、これらを明らか
にしていく段階で患者の戸惑いとその心理が認識でき
た。我々は、常に「患者の立場に立って」という言葉
を念頭に置きケアーにあたっているが、勤務の忙しさ
と慣れとにより、つい看護婦本意にケアーをすすめて
しまう場面も少なくはない。今後、看護の基本的要素
である排泄ケアーを行うにあたっては、アンケートか
ら得られた患者の心理を汲み取り、少しでも快適な療
養生活が送れるよう最良の看護を提供していきたい。
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図12　患者にとっての対応時間の限界（両者の心理の相違）
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図13入院前と後では排泄回数に変化はありましたか
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